
PBS archive add ons はSAP標準のデータアーカイビングをサポートする 
R/3で開発された純粋なソフトウェアソリューションです。 

• 快適で使い易いアーカイブデータの検索 
• アーカイブが行い易くなり、データベースの肥大化と運用コストの増加を抑止。 
• SAP標準モジュールに対応したモジュールでご提供。 

• 総合的で大掛かりな対処ではなく、ピンポイントで即効果が得られます。 
• 無駄な投資を省き、段階的に適応拡大が可能です。 
• 導入に当って特別なカスタマイズやトレーニングは不要です。 

• SAP社認定のソフトウェアソリューションです。 



PBS  ａrchive  add  ons による mySAP ERP 向け Information  Lifecycle  Management  
 

mySAP  ERP 環境における効率的な Information  Lifecycle  Management ( ILM ) は、異なったニーズを満たす為
に十分なソリューションの使用が求められます。 
既にアーカイブされた SAP アプリケーションデータに対しても、表示と評価機能に加えて法令による監査の為に 
保存した税関連データへアクセスする様な要求が考慮されなければなりません。 
PBS  Software  GmbH は mySAP ERP における効果的な ILM の要求を満たすソリューションを提供します。 
 
標準の ＳＡＰ ツールによるデータアーカイブ 
SAP  AG は SAP データベースから一旦用途を完了した 
トランザクションに関連したデータを取除く、開発と操作環境の 
Ａｒｃｈｉｖｅ Development  Kit ( ADK ) を提供しています。  
もはやアップデートされない分析と評価のみに必要な情報が、 
アーカイブファイルとして ＳＡＰ サーバーのファイルシステムに 
圧縮格納された後、データベースから削除されます。 
アーカイブファイルに対しては呼出しのアクセスのみ必要な為、 
アーカイブされたデータのストレージとバックアップには安価な 
メディアを使用することができます。 
  

生成された ADK アーカイブの構造と内容は、リリースレベルに 
関わらずアーカイブ情報を呼出し評価するのを保証します。 
これは外部監査目的の法的要求をサポートし、アーカイブ 
データへの長期のアクセスを可能にします。 
  

アーカイビング後にデータベースから取除かれたデータは、 
標準の表示と分析トランザクションでは利用できません。  
その結果、いくつかの繋がっているドキュメントの一つが一度 
アーカイブされると、関連するドキュメント間のナビゲーションは 
もはや不可能です。 
  

多くの場合アーカイブデータの制限された表示機能は、 
情報システム部門とエンドユーザー間での衝突を生じます。 
データベース量の削減目標とデータアクセスの要求を解決 
できないと、結果的にデータアーカイビングの実行遅れの為 
ハードウェアとシステムメンテナンスの追加費用をもたらします。 

標準のＳＡＰツールによるアーカイブデータの検索 
Archive  Information  System ( SAP  AS ) に関し、SAP は 
アーカイブデータの表示と分析機能を実行する一般的なツール 
を提供します。 
しかし典型的なエンドユーザーの要求を満たす為には、 SAP 
AS はアーカイブされた情報の基本的な表示のみの為、相応の 
プログラミング努力が必要です。 
最初の開発に加え、アップデートやリリースの更新に対応した 
追加費用の調整も必要です。 
  

ＰＢＳ  ａｒｃｈｉｖｅ  ａｄｄ  ｏｎｓ によるアーカイブデータの検索 
PBS はアーカイブされたデータへのアクセスの為、拡張された 
標準の SAP トランザクションとレポートを提供します。 
データベースに格納のデータに加え PBS ａｒｃｈｉｖｅ ａｄｄ ｏｎｓ  
はアーカイブファイルからの情報も表示します。 
PBS トランザクションは、エンドユーザーに高く受入れられている 
独自の SAP トランザクションと同じユーザーインターフェースを 
持っています。 
PBS ａｒｃｈｉｖｅ ａｄｄ ｏｎｓ は標準のソフトウェアパッケージです。 
サポートのサービスアグリーメントの一部として、新しい SAP  
リリースやアップデートに対し必要な調整を供給します。 
  

データアーカイビング対ドキュメントアーカイビング 
スキャンされたオリジナルのドキュメント、 OUT  GOING  SAP  
スクリプトフォーム、及びプリントリストは、ドキュメントアーカイブ 
によって格納され表示されます。 
これらのドキュメントは SAP ビジネスオブジェクトと連結され、  
SAP  ArchiveLink インタフェースを経由して、標準の SAP トラン 
ザクションによってアクセスすることが可能です。 
PBS  ａｒｃｈｉｖｅ ａｄｄ ｏｎｓ は SAP  ArchiveLink もサポートします。 
これは例え対応するビジネスオブジェクトがデータベースから 
削除された後でも、ドキュメントアーカイブのイメージにアクセス 
することを可能にします。  

スマートなインターフェースソリューション PBS  ContentLink に 
よって EMC  Centera の様な外部のアーカイブシステムは、全て 
の SAP  ArchiveLink で可能なファイルやドキュメントの為の 
ストレージシステムとして使用可能です。 



ｍySAP ERP の為の  
PBS archive add ons  
  

PBS archive add ons は標準のソフトウェアソリューションです。 
SAP のトランザクションとレポートをアーカイブデータを表示・分析 
する機能において拡張しています。 
PBS archive add ons は純正な標準 SAP 開発ツールを使う 
ことで完全に実行されます。 
PBS archive add ons を使う為の唯一の要求は、現存の SAP 
ADK アーカイブファイルです。 
PBS archive add ons は SAP システムと同じモジュラーレイア 
ウトを持っています。  

それらはデータ選択の為の追加のパラメータを持つ標準の SAP  
トランザクションから成っています。 
このパラメータで、ユーザーは各トランザクションに対してデータ 
ソースを選択することができます。 
( １ = データベース + アーカイブ、 ２ = データベースのみ 
  ３ = アーカイブのみ )  
アーカイブのデータとデータベースのデータは統合されてリストに 
表示されます。 
PBS アーカイブインジケータ (*) は、アーカイブから取り出された 
ドキュメントを示します。 
データベースとアーカイブデータの両方を含んで、合計、または 
小計の様な計算が、完成したリスト上で常に行われます。 
エンドユーザーナビゲーションをサポートする為、 PBS は全ての 
サポートされたトランザクションを含むメニューを供給します。  

PBS は SAP データアーカイブのアドオンソリューションの 
開発を専門としたソフトウェア会社です。  
開発者とサポートエンジニアの経験豊富で優秀なチームが、 
高い品質と優れたカスタマーケアを保証します。  
PBS は Dipl Math.  Gunther Reichling によって１９９１年に 
設立され、現在世界に８００社以上の顧客を持っています。  
 

SAP AG とのパートナーシップ 
SAP AG と PBS は SAP データアーカイブにおいて良好で 
継続的な提携を確立しました。  
PBS は SAP ソフトウェアパートナーで PBS  ａｒｃｈｉｖｅ  
ａｄｄ ｏｎｓ は１９９９年から SAP  AG より認定されています。  
 

ディストリビューションとコンサルティングの 
パートナーシップ 
PBS は世界中にディストリビューターとコンサルティング・ 
パートナーを持っています。 
パートナーは SAP データアーカイブで顧客をサポートし、 
PBS ａｒｃｈｉｖｅ ａｄｄ ｏｎｓ の現場でのデモを提供します。 
URL で PBS ホームページに関するパートナーセクションを 
訪問頂き、ディストリビューターとコンサルティング・パートナー 
に関する情報を得て下さい。 



SAP 標準に準拠し、 PBS ａｒｃｈｉｖｅ  ａｄｄ  ｏｎｓ は関連した 
ビジネスドキュメントに高度な統合を提供します。 
PBS トランザクションでユーザーは、例え一部、または全部の 
ドキュメントがアーカイブされても、ドキュメントフローの中で 
先行または後続のドキュメントに容易にナビゲートできます。 
連結されたオリジナルのドキュメント ( 例えばスキャンして 
入力した送り状 ) は SAP  ArchiveLink インタフェースにより 
表示されます。 
アーカイブデータへの統合されたアクセスは、他部門のエンド 
ユーザーに対し一つのモジュールでのデータアーカイビングの 
どんな交差する機能的な影響も排除します。 
例えば会計ドキュメントは、購買、営業、または管理部門に 
おけるデータアクセスの要求に影響を及ぼさずアーカイブ 
が可能です。 
これらの部門のユーザーは、 PBS トランザクションにより 
アーカイブされた会計ドキュメントを容易に表示できます。 

PBS ａｒｈｉｖｅ ａｄｄ ｏｎｓ の技術的詳細 
SAP データアーカイブのジョブが完了後、 PBS のインデックス 
プログラムは SAP アーカイブファイルの為にインデックス情報 
を作成します。 
インデックスプログラムは SAP アーカイブファイルを読み、必要 
なインデックスを作成し、インデックスデータを圧縮フォーマット 
で SAP データベースの外の磁気ディスクに格納します。 
データベースが少量の管理情報の格納にのみ使われます。 
PBS はインデックス情報の格納に、 SAP Archive Development 
Kit ( ADK ) を利用します。 
SAP  ADK フォーマットの利点を用いることで SAP アーカイビング 
オブジェクトの全ての機能を、リリースやハードウェアの独立性も 
含んで PBS インデックス情報に対し可能にします。 
PBS インデックスプログラムは ArchiveLink もサポートします。 
SAP アーカイブファイルはローカルファイルシステムや外部の 
アーカイブシステム、例えば PBS  ContentLink 経由の EMC   
Centera 上に格納することができます。 
  
アーカイブデータへの速いアクセス 
PBS インデックスによりアーカイブデータにアクセスする応答 
時間は、データベースにアクセスする時間に匹敵します。 
アーカイブデータ ( ADK ファイル ) と PBS インデックスが 
データベースの外に格納される為、アーカイブデータにアクセス 
する際の負荷は SAP データベースに掛かりません。 
アーカイブデータが外部のアーカイブシステムに格納されれば、 
アーカイブのソフトウェアベンダーは ADK ファイルがパフォー 
マンス良くアクセスされることが確認できるでしょう。 
SAP システムで既にボリュームによるパフォーマンスの問題が 
あれば PBS ａｒｃｈｉｖｅ  ａｄｄ  ｏｎｓ でアーカイビングとアクセスを 
行うと典型的に顕著なパフォーマンス改善が得られます。 
  
顧客‐特定のレポート 
顧客特定のレポート機能のサポートの為、 PBS  ａｒｃｈｉｖｅ  ａｄｄ  
ｏｎｓ は PBS  Conversion  Tool と同様に各モジュールの為に 
アーカイブ可能な論理データベースを含んでいます。 
PBS によって自動的に届けられた論理データベースは、アーカ 
イブデータの選択でデータベースのアクセスを拡張します。 
この機能を使用するには、レポート属性の論理データベース名 
を単純に一致する PBS バージョンに変えなければなりません。 
PBS  Conversion  Tool はアーカイブデータのアクセスで顧客 
特定の ABAP  SQL レポートを拡張する為に使用可能です。 
標準の SAP レポーティングは PBS により既に完全に適合され 
供給されます。 
結果として大量のレポートが PBS  ａｒｃｈｉｖｅ ａｄｄ ｏｎｓ 導入後 
直ちに利用可能です。 
  
ディスクスペースの最適化とコストセービング 
データベースの SAP の第 2 インデックスと比べ、 PBS インデッ 
クスはディスクスペースの僅か約 10 パーセントを必要とします。 
例えば 600 万 の FI ドキュメントは約 4 ギガバイト で格納され 
ます。 ( PBS インデックスを含む SAP アーカイブファイル )  
PBS インデックスは SAP アーカイブファイルの様にデータベース 
の外に格納されます。 
速いデータアクセスの為に、ドキュメントにつき僅か 10 バイトが 
データベースに格納されます。 
最初のインデックス生成後、リードアクセスのみ必要な為、 PBS 
インデックスデータの記録には安価な媒体も選択可能です。 

PBS  archive  add  ons の実行はエンドユーザーの情報や 
機能の損失なしに短いオンライン占有時間で SAP データの 
アーカイビングをサポートします。 
短いオンライン占有時間はより小さなデータベース量に至り、 
ハードウェアや運用コストの大きな節約に繋がります。 
バックアップジョブの為の運用時間は減少し、システムの 
応答時間は大幅に向上します。 
更なるコスト削減は複数の SAP システムで同じ PBS のイン 
デックスファイルを使うことで達成できます。 
この機能は冗長情報を格納する必要無しに複数のシステム 
( 例えば生産、品質保証、及びトレーニング ) でのアーカイブ 
データにアクセスを提供します。 
複数のシステムからアーカイブされた １ セットのデータに 
アクセスすることは、アーカイビングに関連したコスト削減を 
倍増させます。 ( 減少したディスクスペース、短縮したバック 
アップ時間、及び更に低いシステム負荷、等 )  

アーカイブデータへの快適速度で統合されたアクセス  



PBS は現在 FI、 SD、 MM、 CO、 HR、 PP 等多くの標準 SAP 
コンポーネントへのアドオンソリューションを提供しています。 
また PBS は SAP  NetWeaver  BI を専用の Nearline  Storage  
ソリューションでカバーし、更に IS-U、 FI-CA、 Retail、その他 
の産業ソリューションをサポートしています。 
SAP の標準モジュールに対応したモジュラー設計は顧客の 
システムにおける特定の要求に従って PBS  ａｒｃｈｉｖｅ ａｄｄ 
ｏｎs モジュールを個別に統合して導入頂けます。 
 
アーカイブプロジェクトの為の導入支援 
PBS  Database  Analyzer  PLUS は時間や部門をまたがる 
ドキュメント配布と同様に、個々のアーカイビングオブジェクト 
の為に現在のディスクスペースの要求を決定するのに使わ 
れます。 
分析結果はどのアーカイビングオブジェクトと、どの PBS  
モジュールが、会社のアーカイビング戦略に最も効率的か 
決定する為に質的量的に必要な情報を提供します。 
  
言語サポート 
現在 PBS  ａｒｃｈｉｖｅ ａｄｄ ｏｎｓ はコアな機能の一部として 
英語、フランス語、及びドイツ語をサポートしています。 
PBS 翻訳ツールは標準の SAP プログラムから追加の言語 
の為にテキストをコピーする機能を提供しています。 
英語、フランス語、及びドイツ語以外の追加言語の対応を 
導入する為に、 PBS の特定のテキストフィールドのみが 
マニュアルで加えられなければなりません。 
 
リリースとシステムのバージョン 
PBS  ａｒｃｈｉｖｅ ａｄｄ ｏｎｓ は、アーカイブデータの為のトラン 
ザクション表示と分析レポートを SAP R/3 4.x から mySAP  
ERP まで異なるリリースで提供します。 
この ADK ベースの一般的なソフトウェアソリューションは、 
アーカイブされた InfoCubes と ODS データのインデックス 
作成と検索を提供します。 

証明 
業界を代表する監査会社が PBS  ａｒｃｈｉｖｅ ａｄｄ ｏｎｓ  CFI 
を承認しました。  
監査員は PBS の機能がドイツにおいてデジタル文書への 
アクセスと評価 （ GDPdU ） の要求と同様に、一般会計原則 
（ GOB ） の必要条件を満たすことを確認しました。  
 
ユーザートレーニング 
PBS トランザクションが対応する標準 SAP トランザクションと 
ほとんど同じである為、追加のエンドユーザートレーニングは 
特に必要ありません。 
ユーザーはオリジナルの SAP トランザクション の代わりに、 
単に PBS ネームスペースで同じトランザクションをコール 
すれば結構です。 ( 例、 FBL1N の代わりに /PBS/FBL1N ) 
更に PBS トランザクションへのアクセスは PBS メニューから 
得られます。 
SAP リリース 4.6 から始まって、 PBS メニューはユーザー 
ロールに割り当てることが可能です。 
  
管理 
PBS  ａｒｃｈｉｖｅ ａｄｄ ｏｎｓ のインストールには SAP ベーシス 
システムの経験と、基本的オペレーティングシステムコマンド 
の知識のみ必要です。 
顧客は管理者マニュアルの全インストールステップの詳細な 
記述に従って PBS モジュールをインストールできます。 
SAP システム環境への PBS  ａｒｃｈｉｖｅ ａｄｄ ｏｎｓ の統合に 
機能的なカスタマイズは何も必要ありません。 
全ての現 SAP ユーザーは PBS 機能により即座に作業する 
ことができます。 
アーカイブデータへのアクセスは、データベースのデータに 
アクセスするのと同じセキュリティチェックで保護されます。 
標準の SAP 承認チェックが全ての PBS トランザクションと 
レポートにおいて統合されます。 
ユーザープロファイルのアップデートを回避する為、フィールド 
の一つにトランザクション名を含む承認目的のオリジナルな 
トランザクション名がPBS トランザクション名に代り使われます。  

低い運用コストでのステップバイステップの導入 



オンライン、及びアーカイブされたデータのナビゲーション  

PBS トランザクションによりアーカイブされたドキュメントは、 
標準の SAP トランザクションによるオンラインデータと同じ 
方法で表示できます。 
高レベルの統合はオンラインとアーカイブされたドキュメント 
の同時の表示を可能にします。 

他のモジュール、例えば CFI 、 CMM 、または CPP からの 
関連するドキュメントと同様に、同じモジュールの中で先行 
または後続のドキュメントにナビゲートすることが可能です。  
( 下の例において示された CSD モジュールの様に ) 
  
更に全てのトランザクションは、ドキュメントアーカイブにおいて 
連結したアーカイブされたオリジナルのドキュメントの表示を 
サポートします。  





ＳＡＰ システムからのデータ抽出  

複数の国における法律上の規定では、 SAP ユーザーが 
SAP システムから会計データを抽出し、財政当局の監査の 
為に外部機関のマシンで読める電子フォーマットで情報を 
提出することを要求します。 
  
ＰＢＳデータ・エクスポート・インターフェース 
外部のファイルにおけるデータ抽出と格納は、容易に非常に 
柔軟に PBS  Data  Export  Interface ( PBS  archive  add  on 
CFI の一部 ) で実行できます。 
データベース、及びアーカイブファイルから PBS  Data  Export   
Interface は財務会計データのオンデマンド抽出をサポートします。  

それらの抽出はマスター及びトランザクションデータ、カスタマ 
イズデータ、変更マスタデータ、そしてFI 会計ドキュメントへの 
変更を含みます。 
対応する PBS モジュールが実行されるならば、他のエリア 
 ( 例えば、販売、購買、管理等 ) からのアーカイブデータは 
PBS データ抽出に統合されます。 
アーカイブデータの抽出の為のサポートにより、 PBS  Data   
Export  Interface はユーザーに導入されたアーカイビング 
戦略とは別に法定要件に合わすことが可能となります。 



PBS  Data  Export  Interface のコアな要素は SAP データベース、 
及びアーカイブファイルから抽出する能力を持つレポーティング・ 
プールです。 
抽出された情報は SAP ファイルシステムのシーケンシャルファイル 
に格納されます。 
ユーザーは ABAP  List  Viewer ( SAP-ALV ) でフィールドカタログ 
を定義し、エクスポートされるフィールドを動的に選択できます。 
抽出された情報は PC 環境への抽出ファイルの転送後、適当な 
分析プログラム ( 例えば、 IDEA ) により更に処理されます。 
全ての抽出は SAP  AIS フォーマットで格納されます。 
データ構造の情報は追加 XML ファイルで利用が可能です。 
  
PBS データベース・エクスポート・インタフェース 
PBS はまたこの抽出機能 Database Export  Interface を個別の 
ユーティリティで、データベースデータのみに限定し ( アーカイブ 
アクセスは無し ) 提供します。  

PBS archive add on CDART 
SAP  Data  Retention  Tool  DART で、既にアーカイブされた 
データは DART 抽出にアーカイブデータを含む為に一時的な 
データベーステーブルに再ロードされなければなりません。 
再ロードプロセスの為、DART 抽出は非常に長い処理時間が 
掛かり、データベースサーバに高い負荷を掛け、そして再ロード 
されたデータの為にデータベースに大量のディスクスペースを 
必要とします。 
生産的な SAP 環境で必要な資源が時折機能しなくなります。 
顧客のこの様な状況をサポートする為に、 PBS は SAP と協力 
し PBS  ａｒｃｈｉｖｅ ａｄｄ ｏｎｓ  CDART を開発しました。 
CDART はアーカイブデータをデータベースに再ロードせず、 
直接アーカイブファイルからのデータ抽出を生成します。 



多くのユーザーが会計監査や法的要求の為に PBS  ａｒｃｈｉｖｅ 
ａｄｄ ｏｎｓ によって長い間アーカイブデータをアクセス可能に 
保つ必要があります。 （ ドイツ ： 10年 ） 
PBS インデックス生成の為のリーズナブルな実行時間とデータ 
検索の時の短い応答時間が保証されなければなりません。 
この目的の為 PBS は所謂 “ Long-Term  Archiving  Concept ” 
を提唱します。 
即ち PBS インデックスデータは、主なアーカイブとアクティブ 
または非アクティブな長期間アーカイブに分けられます。 
PBS ａｒｃｈｉｖｅ ａｄｄ ｏｎｓ の実行中のインデックスの一部は 
PBS インデックスデータを削除することなくオンラインアクセス 
から非アクティブにすることができます。  
 
現在の主な PBS アーカイブファイルは、簡単に長期間アーカイブ 
ファイルに変えることができます。 
このファイルはアクティブにしてオンラインアクセス可能にしたり、 
アクセス機会の無い非アクティブにしたりいずれも可能です。 
非アクティブ化された PBS インデックス （ PBS インデックス 
ファイルと SAP アーカイブファイル ） はどんな記憶媒体でも 
保存ができます。 
一旦非アクティブ化されたデータへのアクセスが再び必要なら、 
それらは簡単にアクティブ化でき、データは普通の PBS 機能で 
検索ができます。  
 
PBS の “ Long-Term  Archiving  Concept ” で新しいインデックス 
情報は主なアーカイブに統合されるだけです。 
これは PBS のインデックス生成の実行時間が十分管理可能な 
範囲内であることを保証します。 

ＰＢＳ 長期間アーカイビングコンセプト  

外部ストレージシステムへのＰＢＳ コネクション  

SAP ADK アーカイブファイルと PBS インデックス 
ファイルはシームレスに既存のストレージ環境に 
組込むことができます。 
このファイルは HSM システムや SAP アーカイブ 
リンクによる外部アーカイブシステムで管理が 
できます。 
アーカイブ/インデックスファイルを外部のアーカ 
イブシステムに保存する時、データアクセスの 
応答時間の増加を考慮して下さい。 
 
ストレージシステムの為のインターフェース・ 
ソリューション PBS ContentLink により、これら 
アーカイブ/インデックスファイルの保存と保守に 
Content Addressed Storage ( CAS ) システム 
である EMC Centera と接続ができます。 
これは安全性や経済的なデータの格納と同じく 
良好な検索時間を保証します。 
更に ＣｏｎｔｅｎｔLｉｎｋ はプリントリストや入出の 
ドキュメント、 DART ファイルその他を格納し 
検索することができます。 
 
詳細は PBS 各機能概要説明書を参照下さい。 



ＰＢＳ カスタマーリスト抜粋  



ＳＡＰ システム向け ＰＢＳ  ａｒｃｈｉｖｅ  ａｄｄ  ｏｎｓ と ＰＢＳ ユーティリティ一覧  


